
千葉県立中央博物館

令和8年度の事業

議題２



アリオ博５月～(年６回 奇数月)
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千葉県立中央博物館 令和８年度 主要事業計画

フィールドミュージアム

地域連携事業：イベント・巡回展示・講座等

講師派遣による出張講座 （小･中学校や公民館等の依頼により、授業内容や希望に応じた専門家を派遣し実施）

周辺施設等連携

あおば祭り
10月

学校連携事業：学習キット貸出、講師派遣、職場体験学習等

調査研究・資料収集

（地域の多様な主体と連携し多彩な教育活動を展開、地域の活性化に貢献する。各種イベントへの出展、講師派遣、巡回展示、国立歴史民俗博物館との包括連携協定による事業、千葉県博物館協会の事業等、年間を通して活動を展開）

博物館実習 8月

県立博物館連携

千葉学講座
12月

（学習キット貸出、講師派遣による講座など、年間を通して活動を展開。インターンシップ・職場体験学習・博物館実習・教員のための博物館利用研修など学校・大学と連携した教育カリキュラムにも対応）

商業施設連携

イオンモールイ
ベント出展６月

（清和小学校を拠点とした教室博物館・観察会、大利根分館を拠点とした観察会、講師派遣による野外観察会、生態園を活用した観察会など、年間を通して活動を展開）

職場体験学習 ６月～11月
インターンシップ 7月～9月

教員のための博物館研修 7月～8月

・東京湾の変遷を探る【重点研究】･･･展示準備
・房総海岸部における動植物【重点研究】･･･全体調査
・千葉の海藻文化と東アジア【歴博共同研究】･･･研究速報発行・展示準備
・下総台地の自然･･･執筆・報告書刊行
・千葉の蘭学（海外から入ってきた学問に関する研究） ･･･調査・研究及び資料収集
・千葉のお茶（千葉のお茶と世界とのかかわりに関する研究） ･･･展示準備・展示
・海外博物館との連携交流･･･交流開始・事前打合せ

「日本博覧図 佐倉同協社」
明治４年に佐倉につくられた製茶会社

（自然・人文の連携による資料収集・調査研究、地域を俯瞰した資料収集・調査研究、県民や団体と協働した資料収集・調査研究など）

（資料や展示、研究成果の公開等のコンテンツを増やし、アクセス数の増加目指す）

デジタルミュージアム

講座・観察会の実施 （学芸員の専門や展示会にあわせた子どもから大人まで楽しめる講座や観察会を年間100回以上開催）

市民団体等連携

自然誌フェ
スタ 11月

（プレスリリース、Instagram、X等での情報発信（通年）、周辺施設等でのポスター掲示）

情報発信

教育普及事業：講座・観察会等

通年で広報連携

★ ★ ★ ★ ★ ★



千葉県立中央博物館 令和８年度 展示計画

一般入館料 800円 一般入館料 300円

春の展示

一般入館料 300円

研究員の活動を紹介する展示夏休みに親子が楽しめる展示

会期：令和9年3/6～6/15

内容：古くは中世の古文書にも見える千葉の「お茶」。明治時
代には県内各地でお茶が栽培され、海外に輸出されていた。歴博
所蔵の貿易陶磁器などを通して、千葉の「お茶」を「貿易」「海
外とのかかわり」の視点で紹介します。

収蔵資料を紹介する展示
6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

『房総の茶』
会期：令和8年7/11～9/27

内容：本展示は、絶滅した肉食恐竜や巨大海生爬虫類モササウル
スのほか、現在も生息するワニ、ライオンまで時代を超えて多種
多様な肉食動物を集め、その興味深い生態と驚異的な「パワー・
スピード・技・生命力」に迫る展示である。
本展示の海洋生態系の章では、中央博物館の近年の研究で明ら

かになった千葉県銚子市産の大型海生爬虫類や魚類化石を展示し、
千葉の大地に残された太古の生態系を伝える。

（１企）

（２企）
（生態園）

どんぐりと松ぼっくり

ちば恐竜博

ちば恐竜博

ジオパーク 地球時間の旅
十二支・未

秋の展示

会期：令和8年10/17～12/13

内容：目の前に広がる風景やそこで暮らす生き物達、私達が紡い
できた文化や伝統も、地球がたどってきた⾧い歴史と深く関係して
いる。全国のジオパークから集めた岩石や景色をとおして、地球の
ダイナミックな歴史を紹介し、千葉県の大地の魅力も紹介する。

▲巡回展イメージ ▲海底で堆積した岩石

ジオパーク巡回展
『地球時間の旅』

生態園トピックス展一般入館料 300円

『イモムシ・毛虫』

『どんぐりと
松ぼっくり』

トピックス展

・他機関との連携展示

会期：令和8年12/22
～令和9年1/24

十二支にちなんで
―未年―

内容：毎年恒例のお
正月の展示です。令和
８年は『未』。
ヒツジにちなんで名前
が付けられた様々な生
きものや、ヒツジが描
かれた絵はがき、マッ
チラベルなどの資料を
展示します。

ヒツジグサ標本

トピックス展
式年神幸祭記念 香取神宮展

内容：12年に一度の香取神
宮式年神宮祭が令和8年に行
われるのに合わせ水上交通と
深く関わりのある香取神宮の
歴史や利根川下流域の川船文
化を紹介。

会期：令和8年3/14
～5/31

香取神宮神幸祭「御座船」▲

▲アンモナイト

▲地球の歴史を岩石で紹介

▲「日本博覧図 佐倉同協社」明治４年に佐倉につくられた製茶会社

コモドドラゴンとモササウルス▼

ゴルゴサウルス

スピノサウルス
▼

特別展
『ちば恐竜博－驚異の捕食者(ハンター)たち－ 』

歴博と連携

イモムシ・毛虫

生薬
香取神宮

アブラムシ

ハグロハバチ
幼虫

コナラの
どんぐり

房総の茶



千葉県立中央博物館分館海の博物館 令和8年度 主要事業計画
3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

収蔵資料の維持管理､貸借対応等（通年）
収
集
保
管
・
調
査
研
究

房
総
の
海
を
究
め
る

展
示
・
教
育
普
及

房
総
の
海
と
ふ
れ
あ
う

特別採捕許可等の許認可申請と報告（コンプライアンスを重視した事業実施）

機能強化･充実を図るための外部資金､他機関との連携による県内外での調査研究活動（随時実施:R6実績4件）

県外(日本海)での資料収集（2名2泊3日程度で実施）

常設展示（通年）
房総半島の海に関する基礎知識を紹介し、人々が
海の自然に触れあうきっかけを提供
 ※展示交換:季節展示､自然観察ｴﾘｱ､等（適宜）

2/207/11 5/9

漁港(水揚)調査

連携展示:地域の団体や他機関と連携したテーマ展示（随時実施:R6実績3件）

学校等の団体から依頼を受けて行う行事

深く学びたい人のための事前申込行事

・海の体験ｺｰﾅｰ:海の生きものに関する短時間の体験（年44回）
・みんなで工作:海の生きものに関する約1時間の体験（年8回）

・磯･いそ探検隊:磯の生きもの観察（年12回）
・博物館探検隊:海博の施設見学（年16回）

地域支援:講師派遣や委員等、行政や他機関事業への協力（随時実施:R6実績7件）

・観察会:海の生きものの野外での詳しい観察（年11回）
・講座:海の生きものに関する館内での講話や観察･実験（年2回）

研究員の専門性を活かした県内での資料収集と調査研究活動（通年）

磯調査 潜水調査 飼育調査 標本調査 周辺環境ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

うみ鳥っぷ３
ウミウの生態と人との関りを
最新の研究生をもとに紹介(銚子･我孫子での巡回展も予定)

生涯学習支援:メールや電話での質問対応､ホームページやＸでの情報発信(通年)

展示室事業
・展示解説:定時・随時解説（毎日）
・こんな研究やってます:職員の研究紹介展示(年2回更新）
・ﾄﾋﾟｯｸ展示:採集生物の生体展示(随時:R6実績16回）
・こんなの見たよ:利用者提供情報紹介(随時:R6実績13回)

※「地元ﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞ協会と連携した房総半島発記録海洋生物の確認調査(新規)」開始

うみ鳥っぷ２
海鳥を中心に海の生きものの
食物連鎖を紹介

夏の展示 11/15R7_春の展示(MSG)

ありがとう､漁師さん!
漁業者から博物館に提供された
様々な海の生きものを紹介

R8_春の展示(MSG)
5/10

学校連携(学校)･団体ﾌｨｰﾙﾄﾞﾄﾘｯﾌﾟ(一般団体):海博もしくは依頼先で行う磯観察や講話（随時実施:R6実績50件）

観光客も気軽に参加できる当日受付行事

情報発信

・プレスリリース、メルマガ、X等での情報発信、ポスター掲示、チラシ配布（通年）・年報・行事案内


